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受験番号 林 架

１／９

（機械集材装置及び運材索道に関する知識）

問 １ 集材機のエンジン、動力伝導装置及びドラムに関し、

次のうち誤っているものはどれか。

（１）集材機の動力源として用いられるガソリンエンジ

ンやディーゼルエンジンのような内燃機関は、エン

ジンの回転数が変化してもトルクの変化は小さい。

（２）ドラムクラッチは、エンジンの動力を変速装置に

伝達し、又は遮断する装置であり、単板型クラッチ、

自動遠心クラッチなどがある。

（３）集材機は、ドラムの回転速度を高速から低速まで

広い範囲にわたって変化させる必要があることから、

減速機のほかに変速機を備えている。

（４）ドラム制動機は、ドラムの回転を制動する装置で

あり、バンドブレーキ、内部拡張型シューブレーキ

などがある。

（５）ドラムの直径(Ｄ)とワイヤロープの直径(ｄ)との

比(Ｄ/ｄ)は、ワイヤロープの損耗に大きな影響を

与えるので、この値を２０以上とする。

問 ２ 機械集材装置又は運材索道の支柱に関し、次のうち

誤っているものはどれか。

（１）機械集材装置の作業索は元柱を経由して集材機の

ドラムに巻かれるが、地形によって、元柱と集材機

との間に向柱を設けることがある。

（２）機械集材装置では、支間が長いとき、中間で尾根

を越えるとき又は中間で主索の方向を変えるときに

は、主索を支える中間支柱を設ける。

（３）運材索道の上部盤台及び下部盤台には、主索、え

い索などを支持するために支柱を設ける。

（４）運材索道の支柱の構造として、通常、木製支柱で

は門型又は合掌鳥居型を、鋼製支柱では門型を採用

する。

（５）複線循環式索道では、中間支柱を設ける必要がな

いことから、長距離の運材が可能となり、多数の搬

器を連送させることもできる。

問 ３ 機械集材装置に使用する索及び附属器具に関し、次

のうち誤っているものはどれか。

（１）引寄索、引戻索などの作業索は、ドラムに巻き込

んだり、巻き戻したりすることにより集材を行うた

めに使用する。

（２）引締索は、ヒールブロックとともにヒールを組む

ことにより主索を張り上げるために使用する。

（３）主索支持金具は、主索を支間の中間でつり上げる

もので、主索の方向を変えたり、長い支間による過

大な張力を緩和するために使用する。

（４）作業索受滑車は、作業索を引き回し、又は作業索

の方向を変えるために使用する。

（５）主索クランプは、主索を固定し、又は接続すると

き、主索の途中をつかむために使用する。

問 ４ 図の機械集材装置の索張り方式は(１)～(５)のうち

どれか。

（１）エンドレスタイラー式

（２）フォーリングブロック式

（３）ホイスチングキャレジ式

（４）スナビング式

（５）ランニングスカイライン式



問 ５ 運材索道の各部に関し、次のうち誤っているものは

どれか。

（１）空の搬器を返送するための復索には、主索に比べ、

大きな張力はかからないが、搬器の走行車輪は共通

であるため、主索と同種類で直径が一段階細いワイ

ヤロープが使用される。

（２）搬器は、走行部、えい索取付け部及び荷付け部に

よって構成され、通常、片持ち式が採用される。

（３）運材機は、運材索道の傾斜が緩い場合など荷重の

自重では搬器の走行ができない場合に必要となり、

一般に上部盤台に設置される。

（４）えい索緊張用みぞ車の直径及びみぞ底径は、それ

ぞれえい索の直径の５０～１００倍程度及び１.１倍

程度とされている。

（５）主索支持金具は、支柱に取り付けて主索を直接支

持する器具であり、主索のみを支持する型とえい索

を支持するローラーも備えた型がある。

問 ６ 図は集材機の減速部分を模式的に示したものである。

原動機の回転速度が１８００rpmのとき、ドラムの回転

速度は次のうちどれか。

ただし、歯車ＡとＢは同一の軸に固定され、図中の

( )内の数字は歯車の歯数を示す。

Ｂ(４０) ドラム(２００)

Ａ(６０)

原動機(３０)

（１）１２０rpm

（２）１８０rpm

（３）２７０rpm

（４）４５０rpm

（５）７２０rpm

林 架

２／９

問 ７ 機械集材装置の主索(負荷索)の張力に関し、次の文

中の 内に入れるＡからＣの語句の組合せとして、

正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

「負荷索の最大張力は、搬器荷重が Ａ にある場

合に、 Ｂ の位置に発生し、 Ｃ と搬器荷重の和

に負荷索の最大張力係数を乗じて得られる値となる。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）支間中央 上部支点 索 の 重 量

（２）支間中央 下部支点 積荷の重量

（３）支間中央 下部支点 索 の 重 量

（４）下部支点 上部支点 積荷の重量

（５）下部支点 支間中央 索 の 重 量

問 ８ 主索の検定に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）主索の検定は、原則として、主索が無負荷の状態

で行う。

（２）張力計を用いる方法では、張力計をヒールライン

に取り付けることにより主索の正確な最大張力を直

接測定する。

（３）振動波による方法では、上部支点又は下部支点の

いずれかで主索を棒などで叩いて振動波を起こし、
たた

振動波が支間を一往復するのに要する時間を測定す

ることにより主索の中央垂下量を算出する。

（４）索の傾斜角を測定する方法では、上部支点又は下

部支点での主索の接線傾斜角を測定することにより

主索の原索中央垂下比を算出する。

（５）測量による方法では、上下両支点及びその中間点

を見通せる場所からの測量により主索の中央垂下量

を直接測定する。

問 ９ 自走式搬器に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）自走式搬器は、走行と荷の上げおろしが無線操作

によって行われ、大規模で長距離の集材に使われる

ことが多い。

（２）自走式搬器は、油圧モータの回転をチェーンとス

プロケットによって減速して、走行用ドラム及び荷

のつり上げ用ドラムを駆動する。

（３）自走式搬器は、横取り作業もある程度可能であり、

間伐・択伐の作業にも使用される。

（４）自走式搬器の無線操作装置には、電波の混信による

誤作動などを防止するための装置も備えられている。

（５）自走式搬器の索張りの基本的な構造は、搬器を支

える主索及び搬器の走行に用いる走行索によって構

成される。



問１０ ワイヤロープの継ぎ方に関し、次のうち誤っている

ものはどれか。

（１）ロングスプライスは、継いだ部分のロープ径が太

くならないので、主索や運材索道のえい索の接続又

はエンドレス索の索継ぎに用いる。

（２）ロングスプライスでは、ラングよりロープの継ぎ代

は、普通よりロープの継ぎ代の１/２すなわちロープ

径の５５０倍を標準とする。

（３）ショートスプライスは、小径のシーブを通過する

際、ロングスプライスのように心に入れたストラン

ドが跳ね出すおそれがない。

（４）ショートスプライスは、ドラムに巻き込む際、重

ね巻きになると巻きくずれが起こりロープを損傷す

る欠点がある。

（５）かご差し(割差し)によるアイスプライスは、１本

吊りの場合、ロープのよりが戻っても、スプライス
づ

が抜けることがない。

（林業架線作業に関する知識）

問１１ 機械集材装置による集材の作業に関し、次のうち誤

っているものはどれか。

（１）集材機の運転では、荷おろし場所の手前で搬器の

速度をゆるめ、荷が降下する箇所に作業者がいるこ

とを確認した後、作業者が取り扱いやすいようにゆ

っくりと荷をおろす。

（２）横取り作業において、ガイドブロックの位置を直

すため、作業索を手で握る必要があるときは、索を

十分にゆるめた後そのブロックから１ｍ以上離れた

箇所を握り、手が巻き込まれないようにする。

（３）荷はずし作業が終わったときは、合図をしてロー

ジングブロックを巻き上げさせてから、木直し作業

や積込み作業に取りかかる。

（４）全幹材を数本まとめて１点吊りするときは、材が
づ

スリングロープからはずれることによる危険を防止

するため、盤台にカスリを設ける。

（５）無線機等の連絡機器を使用しない場合で、集材機

の運転者が荷かけ場所や荷おろし場所を見通せない

ときは、必ず中間に専従の合図者を配置する。

林 架
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問１２ 機械集材装置の主索及び作業索の架設に使用するリ

ードロープに関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）大規模の機械集材装置では、まず、リードロープ

を引き回して主索及び作業索の架設を行うが、小規

模の装置では、リードロープを使わずに索張りを行

うこともある。

（２）リードロープには、弾性伸びが大きく、機械や岩

などの鋭い角に当たると切れやすいナイロンロープ

よりも直径６mm以下のワイヤロープが使われること

が多い。

（３）リードロープの引回しには、リードロープを元柱

から主索の予定線を通って先柱へ延ばし集材区域の

外周を回って元柱へ戻ってくる方法がある。

（４）細いリードロープは、ロープ発射機や模型飛行機

などを利用して元柱と先柱の間に引き延ばすことが

ある。

（５）引回しの終わったリードロープは、集材機のエン

ドレスドラムに１～２回巻き付けて、引き寄せる準

備をする。

問１３ 機械集材装置の元柱及び向柱の作設に関し、次のう

ち誤っているものはどれか。

（１）元柱及び向柱とする立木の枝おろし作業を行い、

ロープと滑車を使って器具・機材を樹上へ上げる。

（２）元柱にサドルブロック、ガイドブロックや控索を、

向柱にガイドブロックや控索をそれぞれ取り付け、

控索は根株又はアンカーに固定する。

（３）固定索又は台付け索を十分な強さを持ったアンカ

ーに固定する。

（４）２個のヒールブロックの間に引締索を通してヒー

ルを組む。

（５）ヒールを構成する２個のヒールブロックの一方に

サドルブロックを、他方にアンカーの固定索又は台

付け索をそれぞれ連結する。



問１４ 運材索道のアンカーに関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）運材索道のアンカーには、主索と復索が固定され

るほか、必要に応じてえい索緊張用みぞ車が取り付

けられる。

（２）コンクリートブロックの頭部を大きな円形に作る

いわゆる「円形アンカー」では、主索及び復索にか

かる曲げ応力が小さい。

（３）埋設丸太アンカーには丸太を立てて埋めるアンカー

と丸太を横に倒して埋めるアンカーがあり、これら

は移動式索道に用いられる。

（４）丸太を立てて埋めるアンカーは、使用丸太の直径

の１.５倍以上の穴を掘り、玉石、砂利などを十分

つき固めながら埋める。

（５）丸太を横に倒して埋めるアンカーの埋設丸太は、

丸太を引っ張る索と水平面とのなす角度が小さいほ

ど垂直分力が大きくなるので深く埋める。

問１５ 集材機の据付けに関し、次のうち誤っているものは

どれか。

（１）集材機を据え付ける場所の条件としては、運転者

が集材土場を見渡す視界を確保できること、主索の

直下付近でないことなどがある。

（２）集材機を据え付ける場所が平坦でないときは、斜

面を切り取って整地するか、強固で水平な架台を構

築する。

（３）集材機は、直近のガイドブロックからドラムの幅

の１０倍程度離れた位置に、ドラムがガイドブロッ

クと正対するように据え付ける。

（４）集材機の直近のガイドブロックと集材機のドラム

の中心及びドラムの端とを結ぶ線が作る角度をフリ

ートアングルという。

（５）集材機を後方で固定するアンカーには、一般的に

主索にかかる張力と同じ程度の力がかかるものとし

て、その選定や補強を行う。

林 架
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問１６ 運材索道の組立てに関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）支柱の位置における索の屈折角が大きい場合には、

２連以上の門型支柱を架線方向に並置・結合して支

点数を多くし、屈折角を小さくする。

（２）支柱の位置における索の屈折角が小さい場合には、

主索支持金具及びえい索受け滑車をそれぞれ支柱の

上部及び下部に別々に取り付ける。

（３）制動機は、通常、下部盤台上の材を扱う作業者が

操作しやすい位置に、作業中に動揺したり、移動し

たりしないように堅固に据え付ける。

（４）えい索緊張用みぞ車は、その直径とえい索の間隔

が異なることもあるので、幅出しブロックでえい索

の間隔を無理なく調整できる位置に取り付ける。

（５）主索支持金具は、積込み場所、荷おろし場所など

の特定の場所を除き、搬器通過の際の衝撃を緩和す

るため、架線方向に自由に振れるようつり下げる方

式を採用する。

問１７ 機械集材装置の控索に関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）控索は、支柱に２回以上巻き付けてシャックル又

はクリップを用いて取り付ける。

（２）支柱に針葉樹を使用する場合には、控索の取付け

位置に、ワイヤロープの食込みを防止するため、必

ず当て木を行う。

（３）支間側の主索と支柱とのなす角度(前方角)及びア

ンカー側の主索と支柱とのなす角度(後方角)が異な

るときは、角度が大きい側に控索を設ける。

（４）控索と支柱とのなす角度は、小さいと控索の効果

が小さく、大きすぎると支柱が安定しないので、一

般には、４５°～６０°とする。

（５）控索の緊張には、ターンバックルや張線器を用い、

控索の端末の固定には、クリップを用いる。



問１８ 運材索道による運材の作業に関し、次のうち誤って

いるものはどれか。

（１）制動機を連続して使用し、発熱により制動機能が

減殺されるときは、水冷したり運転を一時休止する。

（２）制動機を操作するときは、搬器の配列の状態をよ

く記憶し、各搬器の走行位置の変化に応じて制動を

調節することにより、設計上定められた運行速度を

確保する。

（３）運材機の運転中は、常にえい索の状態をよく観察

し、断線、形くずれ、押しつぶれ、損傷等の発見に

努める。

（４）荷はずし作業において搬器のグリップを解除する

ときは、素手で行うことなく、ハンマで叩きながら
たた

行う。

（５）荷かけ後の荷の発送前又は荷はずし後の空搬器の

返送の前には、搬器の暴走、脱落などを防止するた

め、搬器のグリップを確実に締め、そのきき具合を

確かめる。

問１９ 機械集材装置の解体及び撤去に関し、次のうち誤っ

ているものはどれか。

（１）主索支持金具の主索押さえ及び主索を架設した後

に取り付けた附属施設は、最初に撤去する。

（２）主索は、引締索をゆるめて、先柱側の固定をはず

した後、元柱側の引締索の固定部分をはずして撤去

する。

（３）主索を収納するときは、集材機のドラムの駆動力

を利用して手繰り寄せ、巻枠に巻くかループ状にし

て巻き重ねる。

（４）作業索は、集材機のドラムに全部巻き込んだ後、

必要に応じて巻枠に巻き取るかループ状に束ねる。

（５）林内に配置したガイドブロックは、見落としがな

いようその位置と個数を明確にした上で撤去する。

林 架
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問２０ 運材索道の解体及び撤去に関し、次のうち誤ってい

るものはどれか。

（１）えい索の撤去に用いるヒールブロックの組数は、

最後の緊張を行ったときの組数と同数にする。

（２）運材距離が１０００ｍ以下の運材索道では、えい

索は、十分ゆるんだことを確認した後、えい索緊張

用みぞ車付近で、できるだけ継ぎ目を切断する。

（３）主索は、各支間とも地面に接するまでゆるんだこ

とを確認した後、上部盤台側で木枠に巻き取る。

（４）高くつり下げたサイドケーブルは、主索と復索と

をゆるめた後に、地面に接するまでゆるめる。

（５）制動機又は運材機の分解及び撤去は、えい索、主

索及び復索の撤去並びに中間支柱の分解及び撤去の

後に行う。

（関 係 法 令）

問２１ 事業者が、法令上、林業架線作業主任者を選任する

必要がない作業は次のうちどれか。

（１）原動機の定格出力７.５kＷ、最大の支間の斜距離

１５０ｍで支間の斜距離の合計３００ｍ、最大使用

荷重１００kgの機械集材装置による集材の作業

（２）原動機の定格出力７.５kＷ、支間の斜距離の合計

３２０ｍ、上下両支点の高低差５０ｍ、最大使用荷

重２００kgの運材索道による運材の作業

（３）原動機の定格出力７.０kＷ、支間の斜距離の合計

６５０ｍ、搬器間隔８０ｍ、搬器ごとの最大積載荷

重１２０kgの連送式運材索道の修理の作業

（４）原動機の定格出力７.０kＷ、支間の斜距離の合計

３５０ｍ、最大使用荷重２２０kgの運材索道の変更

の作業

（５）原動機の定格出力８.０kＷ、支間の斜距離の合計

３４０ｍ、最大使用荷重１８０kgの機械集材装置の

解体の作業



問２２ 次のＡからＥまでの事項のうち、事業者が林業架線

作業主任者に行わせなければならない事項として、法

令に定められているものの組合せは(１)～(５)のうち

どれか。

Ａ 機械集材装置を組み立てたとき、試運転を行う

こと。

Ｂ 材料の欠点の有無並びに器具及び工具の機能を

点検し、不良品を取り除くこと。

Ｃ 作業の方法及び労働者の配置を決定し、作業を

直接指揮すること。

Ｄ 労働者に対し機械集材装置に関する特別教育を

実施すること。

Ｅ 作業中、安全帯等及び保護帽の使用状況を監視

すること。

（１）Ａ、Ｂ、Ｃ

（２）Ａ、Ｃ、Ｄ

（３）Ａ、Ｄ、Ｅ

（４）Ｂ、Ｃ、Ｅ

（５）Ｂ、Ｄ、Ｅ

問２３ 事業者が機械集材装置を設置しようとするとき、あ

らかじめ、林業架線作業主任者に示さなければならな

い事項として、法令に定められていないものは次のう

ちどれか。

（１）集材機の最大けん引力

（２）最大使用荷重

（３）中央垂下比

（４）支柱及び主要機器の配置の場所

（５）電話、電鈴等の連絡装置の種類及び設置の場所

問２４ 機械集材装置又は運材索道について、事業者が講じ

なければならない措置として、法令に定められていな

いものは次のうちどれか。

（１）搬器又はつり荷を制動させる必要がない場合を除

き、搬器又はつり荷を適時停止させることができる

有効な制動装置を備えること。

（２）集材機又は運材機は、浮き上がり、ずれ又はふれ

が生じないように据え付けること。

（３）えい索又は作業索の端部を搬器又はロージングブ

ロックに取り付けるときは、クリップ止め、アイス

プライス等の方法により確実に取り付けること。

（４）搬器、主索支持器その他の附属器具は、軽量で、

かつ、脱落するおそれのないものを使用すること。

（５）集材機又は運材機は、歯止装置又は止め金つき

ブレーキを備え付けること。

林 架

６／９

問２５ 機械集材装置の索として使用するワイヤロープの安

全係数に関し、次の文中の 内に入れるＡからＣ

の語句の組合せとして、法令上、正しいものは(１)～

(５)のうちどれか。

「ワイヤロープの安全係数は、ワイヤロープの Ａ

を、機械集材装置の Ｂ 及び当該ワイヤロープにか

かる荷重に応じた Ｃ で除した値とする。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）切断荷重 組立ての状態 最大張力

（２）最大張力 組立ての状態 切断荷重

（３）許容応力 索張りの方式 最大応力

（４）最大張力 索張りの方式 切断荷重

（５）切断荷重 最大けん引力 最大張力

問２６ 林業架線作業について、次のＡからＥまでの事項の

うち、事業者がその日の作業を開始しようとする場合

に点検しなければならない事項として、法令に定めら

れているものの組合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 主索、えい索、作業索、控索及び台付け索の取

付けの状態

Ｂ 制動装置の機能

Ｃ 荷吊り索の異常の有無
づ

Ｄ 運材索道の搬器の異常の有無及び搬器とえい索

との緊結部の状態

Ｅ 搬器又はロージングブロックとワイヤロープと

の緊結部の状態

（１）Ａ、Ｂ、Ｃ

（２）Ａ、Ｃ、Ｅ

（３）Ａ、Ｄ、Ｅ

（４）Ｂ、Ｃ、Ｄ

（５）Ｂ、Ｄ、Ｅ

問２７ 機械集材装置のワイヤロープについて、法令上、使

用禁止に該当しないものは次のうちどれか。

（１）ワイヤロープ１よりの間において素線数の１/１０

の素線が切断したもの

（２）摩耗による直径の減少が公称径の７％のもの

（３）キンクしたもの

（４）著しい形くずれ又は腐食のあるもの

（５）機械集材装置の主索で安全係数が２.５のもの



問２８ 機械集材装置又は運材索道について、次のＡからＥ

までの事項のうち、事業者が見やすい箇所に表示し、

かつ、労働者に周知させなければならない事項として、

法令に定められているものの組合せは(１)～(５)のう

ちどれか。

Ａ 機械集材装置の集材機の最大出力

Ｂ 機械集材装置の最大使用荷重

Ｃ 運材索道の搬器ごとの最大積載荷重

Ｄ 運材索道の支間の斜距離の合計

Ｅ 運材索道の搬器と搬器との間隔

（１）Ａ、Ｂ、Ｄ

（２）Ａ、Ｃ、Ｄ

（３）Ａ、Ｃ、Ｅ

（４）Ｂ、Ｃ、Ｅ

（５）Ｂ、Ｄ、Ｅ

問２９ 林業架線作業に関し、法令上、誤っているものは次

のうちどれか。

（１）機械集材装置の索の点検等臨時の作業を行う場合

で、墜落による危険を生ずるおそれのない措置を講

ずるときは、労働者をつり下げられている搬器に乗

せることができる。

（２）最大使用荷重が２００kg未満で、支間の斜距離の

合計が３５０ｍ未満の機械集材装置については、主

索の張力に変化を生ずる変更をしたとき、主索の安

全係数の検定及びその最大使用荷重の荷重での試運

転を行わないことができる。

（３）運材索道については、その最大使用荷重及び搬器

ごとの最大積載荷重をこえる荷重をかけて使用して

はならない。

（４）機械集材装置又は運材索道の運転中はそれらの運

転者を運転位置から離れさせてはならない。

（５）主索の下で、荷が落下し、又は降下することによ

り労働者に危険を及ぼすおそれのある箇所に労働者

を立ち入らせてはならない。

林 架

７／９

問３０ 林業架線作業主任者免許に関し、法令上、正しいも

のは次のうちどれか。

（１）免許証の交付を受けた者で、免許に係る業務に現

に就いているものは、住所を変更したときは、免許

証の書替えを受けなければならない。

（２）免許を取り消され、その取消しの日から起算して

２年を経過しない者には、免許は与えられない。

（３）免許は、満２０才に満たない者には与えられない。

（４）免許を受けた者が、免許に係る業務について、労

働安全衛生法又はこれに基づく命令の規定に違反し

たときは、免許を取り消されることがある。

（５）免許の取消しの処分を受けた者は、遅滞なく、免

許証の交付を受けた都道府県労働局長に免許証を返

還しなければならない。

（林業架線作業に必要な力学に関する知識の免除者は、問３１

～問４０には解答しないでください。）

（林業架線作業に必要な力学に関する知識）

問３１ 物体の質量又は重量に関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）物体に働く重力の大きさを重量(重さ)といい、重

量はその物体の質量に比例する。

（２）物体の重量は場所や状態によって変わるが、質量

は物体そのものの量であり変化しない。

（３）物体の質量は、重量を重力加速度で除して求めら

れる。

（４）物体の体積を立方メートル(ｍ )、質量をトン(ｔ)
３

で表したときの単位体積当たりの質量(ｔ/ｍ )とそ
３

の物体の比重とは同一の値になる。

（５）直径３３㎝、長さ２.４ｍで、比重７.８の円柱形

の鋼材の質量は、約１６０kgである。



問３２ 力のモーメントに関し、次のうち誤っているものは

どれか。

（１）一つの軸の回りに同じ回転方向の二つのモーメン

トが働いているときは、これらのモーメントの大き

さの合計がその方向のモーメントになる。

について、右回りと（２）静止している物体の一つの軸

左回りのモーメントが等しければ、物体はその軸の

回りに回転しない。

が等しく、向きが反対（３）静止している物体に大きさ

で作用線が一致しない二つの力が働くときは、合力

が０となるので物体は移動しないが、モーメントが

０ではないので回転する。

（４）スパナを使って同じ力でナットを締め付けるとき、

スパナの端を持って締める方が、スパナの真ん中を

持って締めるよりモーメントが大きくなるので強く

締めることができる。

（５）図のてこにおいて、力Ｆ及び重量Ｐが働き、モー

メントのつり合いがとれているとき、Ｆ×ｂ＝Ｐ×ａ

が成り立つ。

ｂａ

ＰＦ

問３３ 物体に作用する力に関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）力の働きは、力の大きさ、力の向き及び力が作用

する点によってきまり、これらを力の３要素という。

（２）物体に作用する力は、その作用する点を同一の作

用線上で物体の他の位置に移動することによってそ

の働きが変化する。

（３）静止している物体の一点に二つの力が作用すると

き、力の大きさが等しく、向きが反対であれば、そ

の物体は動かない。

（４）物体の一点に３０Ｎと４０Ｎの二つの力が直角に

働くときは、合力として５０Ｎの力が作用すること

になる。

（５）二つの物体の間で働きあう作用と反作用の二つの

力は、同一作用線上にあり、大きさが等しく、向き

が反対である。

林 架

８／９

問３４ 物体の運動に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）外から力が作用しない限り、静止している物体は

静止の状態を、また、運動している物体は同一の運

動の状態を続けようとする性質を慣性という。

（２）速度とは、運動の速さ及び運動の向きによって表

される量であり、速さが一定で向きが変化する運動

を等速直線運動という。

（３）物体の運動の速さや向きが変化する場合、物体は

加速度を生じているという。

（４）真空中で自由落下している物体の加速度は、同じ

場所では質量によらず一定である。

（５）静止している物体が、１０秒で時速１００kmにな

ったときの平均加速度は、約２.８ｍ/ｓ である。２

問３５ 直径１１mmの鋼線の先端に質量６００kgの重錘をつ

り下げたとき、この鋼線に生じる引張応力の近似値は

次のうちどれか。

ただし、鋼線の自重は考えないものとする。
２（１）１.６Ｎ/mm
２（２）６.３Ｎ/mm
２（３）１５Ｎ/mm
２（４）２０Ｎ/mm
２（５）６２Ｎ/mm

問３６ 図のように半径３２cmのドラムが回転して、荷が

７.７ｍ/ｓの速さで上昇しているとき、ドラムの回転

速度の近似値は次のうちどれか。

ドラム

荷

（１） ５８rpm

（２）１１５rpm

（３）２３０rpm

（４）４６０rpm

（５）９２０rpm



問３７ 質量Ｍの物体を勾配α°(斜面と水平面とのなす角度)

の斜面に置いたとき、この物体に働く斜面に平行な方

向の力Ｐ及び斜面に垂直な方向の力Ｑの計算式の組合

せとして、正しいものは次のうちどれか。

ただし、重力加速度はｇとし、物体と斜面との間の

摩擦は考えないものとする。

力Ｐ 力Ｑ

（１）Ｍｇ α Ｍｇ α Å

（２）Ｍｇ α Ｍｇ αÅ 

（３）(Ｍ/ｇ) α (Ｍ/ｇ) α Å

（４）(Ｍ/ｇ) α (Ｍ/ｇ) αÅ 

（５）Ｍｇ α Ｍｇ αÅ２ ２

問３８ 図のようにＯ点に作用している力Ｐを二つの力に分

解するとき、力ＡからＥの組合せのうち、力Ｐの二つ

(１)～(５)のうちどれか。の分力として、正しいものは

Ｂ ＰＡ

Ｃ

ＤＯ

Ｅ

（１）Ａ、Ｃ

（２）Ａ、Ｄ

（３）Ｂ、Ｄ

（４）Ｂ、Ｅ

（５）Ｃ、Ｅ

林 架

９／９

問３９ 図のように質量６００kgの荷をつり上げているとき、

搬器のシーブ部分の荷上索にかかる張力の近以値は次

のうちどれか。

ただし、荷上索１ｍ当たりの質量は０.５kg、ロージ

ングブロックの質量は１０kg、重錘の質量は９０kgと

し、搬器及びロージングブロックのシーブの直径は小

さく無視できるものとする。

搬器

荷上索

シーブ
２０ｍ

ロージングブロック
重錘

荷

（１）２.９kＮ

（２）３.５kＮ

（３）５.９kＮ

（４）６.９kＮ

（５）７.１kＮ

問４０ 質量４００kgの荷を図のようにつり上げているとき、

スリング（ＡＢ間）にかかる張力の近似値は次のうち

どれか。

Ａ

スリング スリング

ＣＢ 60° 60°

荷

（１）２.３kＮ

（２）２.８kＮ

（３）３.９kＮ

（４）４.５kＮ

（５）７.８kＮ

（終 り）


